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ACLS の学生諸君、みなさんは一人で他

国を訪れたことはありますか？

私が初めて一人で他国の空港に降り立った

とき、周りには日本語の掲示は見当たらず、

日本語を話せる人も一人もなく、大変不安に

なったことを覚えています。そんな中でも入

国審査を受け、下手な英語で現地の人に聞

いてバス停を探し、予約していたホテルに

辿り着けました。その後もホテルから目的

地までのバスや汽車の経路を聞いたり、スー

パーやレストランで注文したりする際にはか

なり苦労しました。ただ、当時の現地の人々

は、私のような外国人には大変親切であっ

たので助かりました。そうして暫く他国で過

ごしているとなんとなく自分一人でも暮らし

ていけるのではないかと思うようになり、ま

た現地の人々の暮らしや日本との文化の違

いなどを知るにつれて、どんどんその国に

興味が湧いてきました。そのような経験が、

その後、私が海外に長期間滞在する理由

の一つとなったと感じています。最近でも

英語圏以外の国に初めて一人で訪問した際、

ふと気が付くと周りには日本語だけでなく

英語すら分かる人はいなく、周囲の掲示も

全て現地語で何を書いてあるのか全く分か

らない状況で、ここで車から放り出された

ら、無事日本に帰れるだろうかと思うことも

あります。でもそのような環境でも現地の人

と何とか意思疎通はできるものですし、現

地語を少しでも覚え、色々なことが少しず

つ理解できるようになると、その国への興

味が出てきて、益々関心が高くなります。

みなさんが活躍する21世紀のグローバル

な実社会では国境はありません。将来、み

なさんが企業人や社会人となると、その研

究者・技術者としての能力を欲している国や

地域で、自身の能力を最大限に引き出すこ

とが求められます。そのためには、研究力

は無論のこと、その国や地域の人々を理解

し、彼らの現状や歴史・文化・習慣を知る

ことも重要な要素の一つです。もちろん、国

際的な共通語とされる英語、特に現地の人 

と々何とか意思疎通ができる程度の英語は

必須ですし、英語圏以外では現地語も少し

は話せる方がより親しみを感じてくれます。

最近のグローバルな社会では、世界で活躍

するインテリジェンスな人々は最低三か国

語を話すのが当り前、と言われています。

このような世界的な流れにおいて、ACLS

では、専門的な研究力を強化する取組み

とは別に、英会話等を中心としたグローバ

ルコミュニケーション、グローバルプレゼン

テーション等のネイティブスピーカーによ

る少人数クラスを設け、生きた英語力を向

上させる取り組みを行っています。そして、

海外インターンシップという必修科目では、

研究や語学力の向上だけでなく、社会人と

しての海外滞在を体験させるために、学生

それぞれが自らの活力で、海外の訪問先を

探して交渉し、一人で 3 カ月間以上の留学

を行うことを推奨しています。研究が大変

忙しかったり、なかなか訪問先が見つから

なかったりする学生には、ACLS で構築した

留学プログラムや幾つかの訪問先の紹介な

ども行っていますが、先ずは自らの達成目

標を定め、それに見合った訪問先を見つけ、

海外留学を計画してみてください。　

みなさんは希望すれば、世界のどこへで

も ACLS の旅費のサポート付きで留学でき

るのです。ACLS に所属できたみなさん、

是非このような授業や研修を大いに活用

し、学生時代に自身の能力を多方面で伸ば

しましょう。

〜日本から飛び出せ！

■ 編集後記

今号では学生のみなさんの成長や活躍をご紹介させて

いただきました。しかしこれはほんのごく一部に過ぎ

ません。毎日のように学生・教員の嬉しいニュースが飛

び込んできます。次号はどれにしよう、ニューズレター

担当者としてこれほど嬉しい悩みはありません。（YK）
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● プログラム担当者である杉山将准教授（情報理工学研究科）
が、科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞を
受賞しました。（業績名：ビッグデータ時代を支える次世
代機械学習技術の先駆的研究）

● プログラムコーディネーターである山村雅幸教授（総合理
工学研究科）を代表とするグループ（山村雅幸教授、木賀
大介准教授ほか）が、第 18 回工学教育賞の業績部門を
受賞しました。（標題：国際学生コンテストを通じた多分野
共同型の次世代生物工学教育）

● プログラム担当者である鈴木崇之准教授（生命理工学研究
科）に第 54 回（平成 25 年度）東レ科学技術研究助成が
決定しました。（研究題目：中枢シナプスの可塑性を制御
する分子病理メカニズムの解明）

● プログラム担当者である伊藤武彦教授（生命理工学研究科）
が平成 24 年度東工大教育賞 優秀賞を受賞しました。伊藤
教授はグループ型問題解決演習 WG 委員長として、グルー
プ型問題解決演習第二の企画を担当しており、暗記科目か
らの脱却を図った東工大に相応しい生命科目の教育実績が
優れているとして認められました。

● 5 月 2 日（金）「ACLS 春の交流会」を開催しました。4 月
から新たに当プログラムに加わった課程参加学生やプログ
ラム担当者を迎え、楽しい催しとなりました。

● ５月17 日（土）〜 18 日（日）すずかけ祭にて今年も模擬店 
（すいとん、わたあめなど）を出店しました。たくさんの方
にご来店いただきました。 
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人事異動

採用
H26.4.1　  特任助教　   松崎由理
退職
H26.3.31　特任准教授　永田裕一

（異動先：徳島大学知能情報工学科准教授）

H26.3.31　特任准教授　緒方博之
（異動先：京都大学化学研究所教授）

H26.3.31　特任准教授　Melinda Hull

新規採用教員の紹介

　細菌の環境応答のシミュレーションや、タンパ
ク質 - タンパク質ドッキング計算による相互作用
ネットワーク予測の研究を行ってきました。身近
な生き物をじっと見るのが好きです。学生が人間
性、専門性ともに大きく成長する時期に居合わせ
られるのは喜びです。教育・研究とも粘り強く取
り組みます。よろしくお願いします。

松崎由理　特任助教
（専門：システム生物学）

〜永田先生、 緒方先生からメッセージが届きました〜

4 月1 日付で徳島大学に異動し

ました。私は ACLS が本格稼働し

始めた年から 2 年間、特任准教

授として ACLS にお世話になりま

した。この間、特に夏の学校の準

備や情報系科目の講義などでは、

ACLS に所属している学生と多く関

わることができました。ACLS では

今後の大学院教育の先駆けとなるようなさまざまな教育の取

り組みがなされています。これらの教育体制を築いていくこ

との難しさや面白さを身をもって体験することができたこと

は、教育者として非常に良い経験になりました。5 年間の教

育課程を修了して、みなさんがどのように活躍していくのか楽

しみにしています。

教職員の中には、学生のみなさ

んのことをうらやましく思っている

人がいます。教育院でのカリキュラ

ムや企画は、私の世代が若い時に

まさに必要としていたことの実現で

す。でも、事をなす上で重要なこと

は、「夢」を持つことです。私の夢は、

生命の進化を理解することです。夢

以外の多くは、経験や教訓が教えてくれ、周囲の協力も得られ

ます。今、技術的なことを身に着け、そして夢の追求に人生を

かけてください。教育院の皆様方には在籍中、公私にわたり大

変お世話になりました。厚くお礼を申し上げます。現在、京都

大学化学研究所にて仕事を続けております。京都にお越しの

際は、お声をかけていただければ幸甚の至りでございます。

永田裕一（徳島大学） 緒方博之（京都大学）
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学生の活躍大特集
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「情報生命海外インターンシップ」体験記　田胡信広（生命理工学研究科　D2）

田胡さん（左から 3 人目）とダムハ研究室のみなさん

　みなさん初めまして。分子生命科学専
攻関根研究室博士課程 2 年の田胡信広で
す。私はこの 3 月に 1 年間の海外インター
ンシップを終え、東工大に戻ってきました。
まず初めにこの留学を支えてくださった
ACLS の方々、関根先生、清尾先生、大
窪先生に深く御礼申し上げます。今回はこ
の場をお借りし、私の留学体験談を紹介
させていただきます。
　私の専門は、生物有機化学、特に人工
核酸の有機合成です。留学先はカナダの
McGill 大学化学学部です。McGill 大学は
ケベック州モントリオールのど真ん中に位
置しています。ケベック州はカナダで唯一

　今回「学生主導型学際連携リーダー育
成企画」を立ち上げさせていただいた矢
野です。本企画は「異なる分野や大学の
間での交流を、もっと実際の研究として
結実させる」という目標のもと、大阪大
学の超域イノベーション博士課程プログ
ラム（以下「超域」）の学生と共同企画し
た交流プログラムです。ACLS からは私の
ほかにチャレンジ精神あふれる伊藤優さ
ん、秋川元宏さん、水口佳紀さんの 3
名が参加しました。
　本企画は学生がゼロから立ち上げまし

　ACLS では、3 研究科で構成されるプロ
グラム担当教員の情報共有と複合領域型
の人材育成に関する研鑽を積むため、定
期的に FD 研修を実施しています。昨年度
は、八ヶ岳高原にあるセミナーハウスにて、
24 名の教職員が研修に参加しました。期
間中は、昼夜を共に過ごし、ガンマ型教
員奨励プロジェクトや夏の学校などの報告
のほか、プロジェクトの長期的展開などを
熱く議論しました。その中でも今回は教員
グループワークをご紹介します。
　「ACLS が抱える問題点と解決策」とい
う課題について、「デザイン思考」を取り入
れてグループワークに挑戦しました。問題
意識を共有し、協力して解決案を探り、新
しいアイディアを創造する、この一連のプ

のフランス語公用語圏です。みんなフラン
ス語を話しますが、McGill 大学は英語系
大学なのでフランス語を話せなくても問題
なく研究ができました。生活面でもモント
リオールに住む人はバイリンガルなので、
まるで問題はありませんでした。留学前の
私が持っていたカナダのイメージは “ 寒い”
と “ 紅葉 ” でした。それは留学後も変わっ
ていません。気温は夏に最高 30℃ちょっ
と、冬にはマイナス 30℃くらいまで下がり
ます。そんな生活環境での研究は過酷か
と思いきや、室内は常に適温に調整され
ているのでとても快適でした。
　カナダの大学、研究室について特に強
く感じたことは、カナ
ダでは学生と教職員の
間の垣根が低いことと、
学生が主体的に大学に
関わっているということ
でした。学生はみな独
自の意見を持ち、遠慮
することなく教授とディ
スカッションをしていま

た。企画を無事成功させるために、超域
の学生および教職員、ACLS の秋山先生
を初めとした多くのみなさんとの情報の
確認や共有が必要でした。その過程で多
くの失敗や発見があり、「用意された企画」
では得られない濃密な経験を積むことが
できました。当日は参加した学生各自の
研究紹介と、それを踏まえたワークショッ
プ（デザイン思考を用いることで、異分野
の連携を促進するために有効なソリュー
ションを実際に設計してみる）、そしてイ
ノベーションを起こすための環境の現状

ロセスを教員も体感し、相手の思考だけ
でなく問題の認知・解決手法などの興味深
い過程を肌で感じることもできました。ふ
だんは学生の演習グループワークを指導す
る身ですが、逆の立場での経験を得ること
ができ、実りの多い時間となりました。私
のグループの最終プレゼンテーションでは

「リアル問題解決演習第三」の提案をしまし
た。学生の人間力と問題解決能力を「イレ
ギュラーな事象を意図的に起こす」ことで
鍛えるトレーニング演習課題です。総じて
評判も良く、現在の学生演習の拡張した姿
を考える良い機会になったと考えています。
　教員だって、努力を惜しんではいられな
い、そんなことを改めて感じる良い FD 研
修になりました。 

した。教授も学生とのコミュニケーション
を大事にし、研究の話以外でも様々な話
題をともに話し合っていました。大学には
毎週招待講演があり、隔週で朝食会があ
り、季節ごとにイベントがあります。大学
院生が主体となって企画運営しているイベ
ントもたくさんありました。その度に学生
と教職員の間で、時には音楽とお酒を交
わしながら、様々な話題があがります。そ
のような環境での研究はとても刺激的で、
視野が広がるものでした。まだまだ書きた
いことはありますが、続きは別の機会にお
酒でも飲みながらお話することにしたいと
思います。ありがとうございました。

についての学習を行いました。これらの
企画を通じ、超域と ACLS の特徴が明ら
かになりました。今後はそれぞれの長所
を活かして、より一層の努力が必要であ
ると、各自の「兜の緒を締める」ことが
できたと思います。
　企画が終わった後も両大学の学生間で
共同研究の話が持ち上がり、当初の目標
が達成できたと思います。今後も学生発
の企画が立ち上がり続けることで、学生
が自ら経験を蓄積できるような素晴らし
い ACLS であればと思います。

「第一回情報生命博士教育院
プロポーザルコンクール」結果発表
山村雅幸（情報生命博士教育院 情報コーディネーター・総合理工学研究科 教授）

「学生主導型学際連携リーダー育成企画」の開催　矢野雅大（生命理工学研究科　D1）

平成 25 年度「情報生命博士教育院」
FD 研修合宿  教員レポート

夏の 学 校 2014
学生実行委員会
スタートしました

水口佳紀（生命理工学研究科　M2） 
学生実行委員会　委員長

　このコンクールは、自分のやりたいこと
を、予備知識の有無さえわからない匿名の
相手に対して適切にアピールするプロポー
ザルスキルの向上を目的としています。学
振 DC1、DC2、PD をモデルとしてスタート
しました。平成 25 年 5 月 7 日〆切時点で
の応募は 6 名。斬新性、計画性、将来性

の 3 項目を 4 段階で採点して総合評価に
まとめました。結果、PD 部門金賞に大上
さん、DC 部門金賞に矢野さん、同銀賞に
松原さん、早川さんが選ばれました。ちな
みにこのうち 2 名が学振 DC、PD を獲得。
コンクールは今後も実施します。みなさま
ふるってご応募ください。

PD 部門金賞  大上雅史 （情報理工学研究科 当時 D3）
DC 部門金賞  矢野雅大 （生命理工学研究科 当時 M2）
DC 部門銀賞  松原惇高 （生命理工学研究科 当時 M2）
DC 部門銀賞  早川雅之 （総合理工学研究科 当時 M2）

表彰式にて記念撮影　平成 26 年 3 月 17 日（月）
（左から、山村教授、松原さん、早川さん、矢野さん、

 大上さん、秋山教授）

　今年度の「国際夏の学校」は 8 月
13 日から19 日にかけて米パデュー大
学で開催致します。それに向け、学生
実行委員会を 5 名の学生有志で結成
しました。現在多くの議論を重ねてい
ます。みなさん期待していてください。

速
報

本企画の三つの目的
①イノベーションの発生を促進させる

方法を探り、その実現を具体的な
モノとしてのレベルまで構想する

②第一の目的の成果を踏まえて、実際
に共同研究や共同企画を巻き起こし
ていく

③学生が役割を果たす場面を可能な限
り多く確保することで、異なる分野
や組織を横断して企画を立案し実行
する能力を鍛える

企画説明をする矢野さん（左）、グループワークの様子（右上）、
平成 26 年 3 月 1 日（土）〜 3 日（月）・大阪大学吹田キャンパス
にて（右下）

学生実行委員会のメンバー（左から、外舘さん、
大塚さん、水口さん、安田さん、星賀さん）

「ネオオリエンタルリゾート 八ヶ岳高原」内セミナーハウスにて
平成 26 年 3 月 10 日（月）〜 11日（火）

活動報告や今後の課題について議論

教員も
日々

  勉強中！

教員の活動紹介　小西史一　情報生命博士教育院　特任准教授

教員もグループワークに挑戦




